


毎月開催されている文化紹介クラスとKPICのボランティアによって、外国籍府民を対象
とした日本文化紹介デーが開催されました。日本の伝統文化である茶道、生け花、書道、手
まり、着付け、日本舞踊、折り紙が同時に、無料で体験できる交流イベントで、参加者は、ボラ
ンティアから説明を受けながらいろいろな文化を体験し、楽しいひと時を過ごしました。
参加者からは、「作品を作るだけでなく、家に持って帰ることができてよかった」、「着付け体験では、着せてくれるだけでなく、着方
を教えてくれたのが嬉しかった」などの感想が寄せられています。

日本文化紹介デー
■ 日　時 ： 平成23年12月4日（日）　 ■ 場　所 ： 府国際センター
■ 主　催 ： 日本文化紹介デー実行委員会、府国際センター　■ 参加者 ： 約120名
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　京都府内の外国人登録者数は、52,742人（2010年度）で年々
減少傾向にあります。2006年から2010年の5年間でも、減少して
いますが（1,471人減）、主に特別永住者の方の減少（5年間で
3,743人減）によるものです。一方、総数の減少に反比例して留学生、
永住者の人口は、年々増加傾向にあります。（5年間で、永住者は
1,271人、留学生は、2,632人増加。）特に永住者の増加は、京都
で長期間にわたって暮らす隣人としての外国人が増加しているという
ことであり、従来の一時的なゲストとして迎える外国人という捉え方
から「生活者・地域住民」としての外国人という捉え方が必要になっ
ていることを意味しています。
　総務省から出された「多文化共生の推進に関する研究会　報告書」
の中で、「多文化共生」とは、「国籍や民族などの異なる人々が、互
いの文化的ちがいを認め合い、対等な関係を築こうとしながら、地域
社会の構成員として共に生きていくこと」と定義され、多文化共生推
進のために「コミュニケーション支援」、「生活支援」および「多文化
共生の地域づくり」の3点について検討されています。「コミュニケー
ション支援」は、情報の多言語化や日本語学習環境の整備、「生活支
援」は、居住、教育、労働、医療・保健・福祉、防災分野等における支援、
「多文化共生の地域づくり」とは、地域社会に対する意識啓発、外国
人住民の自立と社会参画等です。
　今回は、府内の状況と多文化共生推進のために必要な施策を考慮
にいれながら、各地域で、多文化共生を推進する人材を養成するた
めに、府内在住外国人の現状や課題について、特にニーズのある４
つのテーマを取り上げた、「多文化共生コーディネーター育成研修」
を開催しました。多文化共生コーディネーターとは、多様な人々が暮
らすことによって生じる課題に対し、地域の資源（日本語教室、企業、
学校など）と関係のある人々をつなぎ、解決に導く役割を担う人材の

ことです。
　第1回（平成23年11月30日開催）は、（特活）多文化共生センター
大阪代表理事　田村太郎さんを講師にお迎えし、前半は、「多文化
共生概論」についてお話を伺いました。少子化による人口減少と外
国人受け入れとの関係や多文化共生の必要性、また今年、東北で起
きた大震災と外国人の状況などをわかりやすく説明して頂きました。
後半は、グループワークで、参加者が各地域の課題を出し合い、具
体的な事例がとりあげられる第2回以降の講座にむけて課題を共有し
ました。
　参加者は、市町村職員、府内国際化協会職員、日本語教室のボラ
ンティア、高校教員等、様々な分野で在住外国人に関わっておられ
る方々や日本在住の外国人の方等で、京都市、宇治市、京丹後市、
綾部市、南丹市、福知山市、城陽市、八幡市、木津川市、亀岡市
など府内の各地域からお越しいただきました。
　京都府の外国人の状況は、国籍が多様で、集住ではなく広い地域
に点在しているということが大きな特徴としてあげられます。
　各地域の参加者から出された地域の状況や課題は、以下のような
ものでした。
・日本人の配偶者（女性）が多い  ・外国にルーツを持つ子どもに対
する教育が行き届かず地域の教育レベルが低下  ・人口減少傾向、
高齢化と少子化  ・外国人の子育て世代をほとんど見ない、交流がな
い  ・留学生、研究者等が住んでいるが、地域との交流があまりない
このままでは、棲み分けが進むと思われる  ・英語教育は進むが、日
本語教育は進むのか？

第2回以降の
② 「コミュニケーション支援～あってはならないちがいをなくす！～」 
③ 「外国にルーツを持つ子どもの教育」
④ 「外国人住民の自立と社会参画～ちがいを尊重する社会づくり～」
の講座では、具体的な事例を学びます。詳細は、次号で報告します。
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国籍別、外国人登録者が多い府内市町村（単位：人）
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1,240
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401
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26
30

▲平成22年12月31日現在、京都府国際課調べ「外国人登録国籍別人員調査票」を元に府国際センターが作成

▲法務省　登録外国人統計　
　都道府県別在留資格（在留目的）別外国人登録者（総数）を元に府国際センターが作成

年 総　数 永住者 特別永住者 留　学
2006
2007
2008
2009
2010

54,213
53,295
53,163
52,998
52,742

5,217
5,474
5,814
6,195
6,488

31,820
30,631
29,734
28,962
28,077

4,637
4,549
4,673
5,160
7,269

京都府外国人登録者（単位：人）



設立15周年記念
ロゴマーク決定のお知らせ
設立15周年を記念して、府国際センターのロゴマークを作成することとなり、6月
から7月にかけて広くデザイン案を募集したところ、440名から合計511点の応募を
いただきました。ご応募いただいたみなさま、本当にありがとうございました。
力作揃いの応募作品の中から、選考委員会を何度も開いて委員のみなさんに検討いただいた結果、村上 裕香（むらかみ ひろか）さん（京
都市在住 京都女子大学３回生）のデザインが最優秀作品に決定され、それをもとにロゴマークを作成しました。
11月10日（木）には、このロゴマークを発表するとともに、村上さんへ賞状ならびに副賞の授与を行いました。村上さんからデザイン
のコンセプトを説明いただき、その後、選考委員会委員長の京都デザイン協会理事長、奈良磐雄様をはじめ各委員から最優秀作品に対す

る講評をいただきました。委員のお一人で、エディンバラ大学芸術学科講師のリズ・アダムソンさんは、
「明るく、前向きでストレート、はっきりと意見を主張しながら、なおかつ遊び心満載。何よりも美しい
デザインであり、世界中のどこでも通用する。」との高い評価を述べられました。
　設立15周年を機に、府国際センターがますます府民のみなさまから親しまれるよう、今後このロゴ
マークを活用していきたいと思います。

財団法人京都府国際センターは、みなさまのご支援によりまして、今年、設立１５周年を迎えるこ
とができました。この間、地域の国際化をめぐる環境は大きく変化し、現在、多文化共生社会の実
現という目標に向かって歩みを進めているところです。今後とも、府内の各地域で外国籍府民との
共生や地域国際化に取り組まれるみなさまと共に事業を展開していきたいと思いますので、引き続き、
ご協力をよろしくお願い申し上げます。

＊ 作品のコンセプト（村上さん）
このロゴは、京都府国際センターの頭文字“KPIC”を、「国際活動のひと・もの・情報・こころの交流地点」と
いうコンセプトに沿った形にデザインしました。Kには“情報”、Pには“もの”、Iには“こころ”、Cには“ひと”の交
流という意味を込めました。また、カラフルにすることで、いろんな人たちが交流する楽しい雰囲気を表現しました。

村上 裕香さん

京都府と英国エディンバラ市は平成9年に友好提携を結んで国際交流を進めています。府国際センターではその1年前の平成8年
からエディンバラ芸術大学（ECA）サマースクールへ府民を推薦する事業を始め、今年で15年目に当たります。
これを記念し、エディンバラ大学芸術学科から講師3名を京都へ招致し、11月9日（水）から12日（土）の間レクチャーやワークショッ
プなどを通じて府民のみなさまと交流していただきました。
9日（水）には、アンさんによるワークショップ「砂：想像から作り出す形」を府立嵯峨野高校において開催しました。同校の生徒さんたちに丹
後の“鳴砂”や沖縄の“星砂”などを顕微鏡で拡大して観察してもらい、それからイメージを膨らませて粘土で作品を作っていただきました。
10日（木）は、ロゴマーク選考委員でもあるリズさんから「エディンバラとエディンバラ芸術大学」と題してお話いただいた後、他の2名
の講師も加わりエディンバラ土産のお菓子などをつまみながら、和気あいあいと交流しました。リズさんには11日（金）にもワークショップ
「街で見かける自然を描いてみよう」を開催してもらい、野草をモチーフに絵を描くとともに、環境と芸術について話を聴きました。12日

（土）は、再び府立嵯峨野高校で、スザンヌさんによるワークショップ 「ポケットの中のピンホール」を開
催し、お菓子や靴などの空き箱を使ってピンホールカメラを作り、写真を撮影・現像しました。
　講演会やワークショップの参加者からは、「初めての体験で楽しかった」「エディンバラに是非行っ
てみたいと思った」「つたない英語でも、話すことができて嬉しかった」などの感想が聞かれました。
　なお、1760年に創設されたエディンバラ芸術大学は、今年8月1日にエディンバラ大学と合併し、
同大学芸術学科として新たなスタートを切ったところです。

エディンバラ大学芸術学科との交流事業
■ 日　時 ： 平成23年11月9日（水）～11月12日（土）
■ 場　所 ： 京都府立嵯峨野高校、府国際センター
■ 講　師 ： リズ・アダムソン氏、アン・ベバン氏、スザンヌ・ラムゼンタラー氏（エディンバラ大学芸術学科講師）
■ 参加者 ： 103名
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11月10日（木）には、このロゴマークを発表するとともに、村上さんへ賞状ならびに副賞の授与を行いました。村上さんからデザイン
のコンセプトを説明いただき、その後、選考委員会委員長の京都デザイン協会理事長、奈良磐雄様をはじめ各委員から最優秀作品に対す

る講評をいただきました。委員のお一人で、エディンバラ大学芸術学科講師のリズ・アダムソンさんは、
「明るく、前向きでストレート、はっきりと意見を主張しながら、なおかつ遊び心満載。何よりも美しい
デザインであり、世界中のどこでも通用する。」との高い評価を述べられました。
　設立15周年を機に、府国際センターがますます府民のみなさまから親しまれるよう、今後このロゴ
マークを活用していきたいと思います。
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このロゴは、京都府国際センターの頭文字“KPIC”を、「国際活動のひと・もの・情報・こころの交流地点」と
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流という意味を込めました。また、カラフルにすることで、いろんな人たちが交流する楽しい雰囲気を表現しました。

村上 裕香



京都府内の様々な市町村の魅力を外国籍の方に知っていただくため、府国際センターは、
市町村や地域の国際化協会と協力し様々な催しを行っています。
今回は、15名の参加者が精華町を訪れました。けいはんなプラザで行われた「けいはんな情
報通信研究フェア2011」に参加し、特別な眼鏡をかけずに３D映像が見られる世界最大のディ
スプレーなどを見学しました。アンドロイドを見たラシャンダ・イングラムさん（アメリカ）は「ロボットの目が本物の人間の目みたいだっ
た」と、驚きを語りました。お昼は、おにぎりの作り方を習い、早速自分たちで作って食べました。けいはんな記念公園で紅葉とお茶、和菓
子を楽しみ、農場で芋掘りを体験した後、それぞれのホストファミリーの家へ移動し、1泊2日のホームステイを思い思いに過ごしました。
参加者からは、「案内してくれた日本人ボランティアと話せたことがよかった。日本の文化を垣間見ることができたと思う」、「今は留
学生ではないので、他の外国人と知り合うのが難しくなっている。今回友達が出来て嬉しかった」などの感想が寄せられました。

精華町ホームステイ体験
■ 日　時 ： 平成23年11月12日（土）・13日（日）　 ■ 場　所 ： 精華町内
■ 主　催 ： 府国際センター、精華町、せいかグローバルネット　■ 参加者 ： 8か国15名
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日本では「フランス」というと「パリ」、「ボルドー」だと「ワイン」というイメージを思い浮かべる方が多いのではないでしょうか。
確かにボルドーはワインで世界的に有名ですが、ほかにも、長い歴史、世界遺産、美しい景色、美味しい食べ物など、多くの魅力があ
る街です。今回、フランスの地方に関する知識を広げてもらいたいという思いから講座を開催。
第１回は歴史、ボルドーの8つの地区、１８世紀に建てられた豪華な建造物が多く立ち並び世界遺産にも登録されている中心街を
テーマに発表。王が住民に法律を守らせる方法として、法律を守らない時に罰として住民にとても愛された市役所の鐘を外す慣習が
あったことや、教会の納骨堂にミイラがあったという言い伝えなどについて話しました。
第２回はボルドーのイベント、お祭り、カヌレをはじめとする名産について発表。また、背の高
い竹馬を使う伝統的な踊りや、ボルドーだけで使われる方言についても紹介。
参加者の感想には、「ボルドー＝ワインという今までの固定概念が大きく変わった」、「フラン
スについての情報はパリに関するものが多い中でボルドーの伝統や文化について詳しく知る
ことができ、勉強になった」などがありました。
機会があれば、是非ボルドーを訪ねてみてください。

国際理解講座 「月の港ボルドー」
■ 日　時 ： 平成２３年１１月７日（月）・１４日（月）　 ■ 場　所 ： 府国際センター
■ 講　師 ： ボナミ・アリス（府国際センター国際交流員、フランス・ボルドー出身）　■ 参加者 ： ６７名
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日本と海外の学校制度や学校生活の違いから、日本語を母語としない子どもが日本の学校になじめなかったり、進路に影響するような
誤解が生じることもあるため、支援者に違いを理解してもらい今後の活動や対応に活かしていただくことを目的とし、研修を実施しました。
前半は、パネルディスカッションで、府内で学ぶ子どもやその保護者に関係のある国を中心に、中国、フィリピン、ブラジル、タイ、ドイ
ツの5か国の学校制度や学校生活について、外国出身の方や海外滞在経験のある日本人の方からお話をうかがいました。
アジア、南米、ヨーロッパの各国の事情を一度に知る機会は貴重でした。義務教育の年齢、授業時間数、カリキュラムのこなし方、給
食、掃除、落第のシステム等、日本で当たり前と思っていることがそうではないということを知ることができた一方で、海外からやって
きて日本の学校で学んでいる子どもやその保護者の戸惑いや驚きも想像することができました。
参加者からは、「各国の学校教育制度を知ることで、教科書をすべて常に鞄に入れている、忘れ物が多い等の子どもの行動につい
て、その理由を理解することができたように思う。」という感想がありました。

　後半は、グループに分かれて、前半のパネリストのお話や参加者自身の経験をもとに、日
本語を母語としない子どもや保護者が学校生活で困っていることを書き出して、「すぐに
解決できる」、「解決できる」、「解決が難しい」に分類し、解決が難しい課題の中から、最優
先課題をとりだし、その原因や原因を取り除くために自分たちができることを考えました。
最優先課題は、「親子のコミュニケーションギャップ」という回答が特に多かったようです。
　参加者は、教員、日本語ボランティア、日本語学級の担当者、相談員等、実際にサポー
ト活動されている方が中心で、京都市、宇治市、京田辺市、亀岡市、京丹後市等、さらに府
外からもご参加いただき、熱心な活動の広がりを感じました。

民間国際活動団体との協働事業
外国籍府民サポーター研修 「日本と海外の学校生活を比べてみよう！」

■ 日　時 ： 平成23年11月20日 (日）　 ■ 場　所 ： 府国際センター
■ 主　催 ： 渡日・帰国青少年（児童・生徒）のための京都連絡会（ときめき） 　■ 参加者 ： 41名
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JIPPOは「すべてのものは互いに
関係しあい支えあっている」という
仏教の基本理念にのっとり、西本願
寺を母体として2008年11月に設立
したNPOです。「平和構築」「貧困
問題」「環境問題」「災害救援・復興」
を事業の柱に、フェアトレードをはじ
め海外の貧困地域や自然災害被災
地の生活向上支援、京都市内の野
宿者支援などの活動を行っていま
す。2011年は3.11の被災地支援
にも取り組み、福島第一原発の被災
地である南相馬市の小中学生を県外
に招いて野外活動を行いました。今後も「共に生きる社会」を念頭に現地の人々と顔の見え
る関係を深めながら活動していきます。

京都で活躍する
海外研修員

Lawin Bastian

インドネシア政府
環境省
ＪＩＣＡ長期研修員

　10月28日から3日間みやこめっせ（京
都市左京区）で開催された３Ｒ推進全
国大会に、ＪＩＣＡ長期研修員※ Lawin 
Bastianさんが参加しました。インドネ
シア政府環境省に勤めるLawinさんの
専門は都市廃棄物処理。自国の問題を
解決するため、京都大学環境科学セン
ターの博士課程で日本の都市廃棄物処
理技術を学んでいます。
　大会の初日、日本全国からリデュー
ス、リユースの先駆的実践者が集まり
事例発表会が行われ、そのトップバッ
ターとして、Lawinさんがインドネシア
の現状と対策を発表しました。
　インドネシアではごみ処理地から発
生する有毒物質の与える環境問題が深
刻化し、さらに用途不明のビニール袋
をリサイクルして食品包装に使用すると
いう状況が問題となっていました。そこ
で政府は2008年に法を整備し、これま
での「ごみ処理」対策から「排出量削減」
対策を主とすることに決定し、国をあげ
て２Ｒ（３Ｒ）に取り組む姿勢が高まりつ
つあるとのことです。発表を聴いた参
加者の中には日本よりも先に法整備さ
れているインドネシアの現状に驚かれて
いる方もいました。その後Lawinさん
は日本の事例を熱心に聞かれ、「たくさ
ん新しいアイデアを知ることができた。
インドネシアに戻ったら今日学んだこと
を自国でも実践してみたい」と話してい
ました。

※JICAは開発途上国の国づくりの中
核となる人材を育成する目的で、技
術者や行政官などを各国政府からの
要請に基づき研修員として受け入れ
ています

府内に３００をこえる国際活動団体。
ここではそんな京都府国際センターの
「仲間たち」をピックアップ。
それぞれの活動内容を
紹介していきます。

世界を駆ける、仲間たち。

国際活動団体

JIPPO（十方）

団体名 ： 特定非営利活動法人
              JIPPO（十方）
住　所 ： 京都市下京区堀川通
　　　　花屋町下る本願寺門前町

電　話 ： 075-371-5210
E-mail : o�ce@jippo.or.jp
HP : h�p://jippo.or.jp

▲ミャンマーの寺子屋を訪問したスタディツアー

スリランカのウバ紅茶、
東ティモールのコーヒー
をフェアトレードし、生産
者の生活向上のための
事業を行っています。

龍谷大学ボランティアNPO
活動センターの学生と一緒
に毎月一回、市内3河川の
野宿者を訪問し、物資を手
渡したり生活の相談にのっ
たりしています。

JIPPOの活動現場を訪
れ、フィールドワークを
通じて海外の人々と交
流するスタディツアーを
実施しています。

フェアトレード 京都市内の野宿者支援 スタディツアー

る関係を深めながら活動していきます。

龍谷大学ボランティアNPO
活動センターの学生と一緒

京都市内の野宿者支援
JIPPOの活動現場を訪
れ、フィールドワークを

スタディツアー
龍谷大学ボランティアNPO
活動センターの学生と一緒

JIPPOの活動現場を訪
れ、フィールドワークを

野宿者支援

る関係を深めながら活動していきます。

スリランカのウバ紅茶、
東ティモールのコーヒー

フェアトレード

る関係を深めながら活動していきます。

スリランカのウバ紅茶、
東ティモールのコーヒー

龍谷大学ボランティアNPO
活動センターの学生と一緒

フェアトレード 京都市内

多文化共生情報 「やさしい日本語」
「やさしい日本語」は、災害が起きたときに情報弱者になりがちな外国人に適切
な情報を届けることを目的として考案されました。友人と待ち合わせたり、買い
物ができる日本語レベルがあれば十分に理解ができるもので、日本語を学習しは
じめた外国人でも、災害時に適切な行動が取れる表現になっています。もともと
災害時に使用することを想定して作られたものですが、現在では、災害時だけ
でなく、平常時にも外国人とのコミュニケーション手段として情報をわかりやすく
伝えるために活用されることが期待されています。

h�p://human.cc.hirosaki-u.ac.jp/kokugo/newmanual/top.html
新版・災害が起こったときに外国人を助けるためのマニュアル（弘前版）

例えば…

余 震 あとから  来る  地震
く じしん

警戒する 注意する
ちゅうい

避難する 逃げる
に

津 波 速くて  高い  波
たかはや なみ
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Fax : 075-342-5050    E-mail: main@kpic.or.jp
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Tel : 075-342-5000

※平成23年4月から休館日が変更になりました。

京都府国際センターが行っている様々な事業は、皆様からの寄付金が貴重な財
源となっております。更なる国際交流事業や多文化共生事業の展開にご理解、ご
賛同をいただき、寄付金へのご協力をよろしくお願いします。
なお、当センターは京都府から特定公益増進法人の認定を受けております。特定
公益増進法人への寄付金につきましては、法人税や所得税の優遇措置があります。
詳しくは当センターまでお問い合わせください。

寄付金のお願い

Subway

Bldg. Information

Hotel Granvia kyoto

JR kyoto Isetan Dept.
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京都駅から直結

京都府国際センターでは月に1回メールマガジンを配信しています。
メールマガジン

http://www.kpic.or.jp/fumin/mailmagazine.html登　　録

京都府国際センターの事業に賛同していただける賛助会員を募集しています。
賛助会員募集のお願い

個人会員 1口3，000円／年、
団体会員（団体・企業等） 1口10，000円／年

会　　費

特　　典 ●DCゴールドカード年会費（10，500円）の免除
●会議室の利用料金割引（団体会員のみ）
●講演会など有料講座の割引
●ホテルグランヴィア京都、京都シネマなどの料金割引
●図書の貸出しサービスの利用　ほか

ご不明な点がございましたら、当センターまでお問合せ下さい。

E-mail
main@kpic.or.jpTEL. 075-342-5000問合せ・申込みは http://www.kpic.or.jp/Web

※休館日を除く　※相談はすべて無料、秘密厳守

ビザ相談
行政書士による在留資格等に

関する相談

詳細
h�p://www.kpic.or.jp/
f_nationality/consul.html

開　設　日 第4日曜日
時　　　間 13：00～16：00

（要予約、30分／回）

生活相談
京都での暮らしに関する相談
（医療、住まい、教育など）

月曜日・火曜日／英語 
水曜日／スペイン語
木曜日／ポルトガル語・タガログ語
金曜日／中国語
土曜日／韓国・朝鮮語

開　設　日

時　　　間 13：00～17：00

Tel:075-342-0088
 Fa x :075-342-5050

近くに、お困りの外国籍の方はいらっしゃいませんか？近くに、お困りの外国籍の方はいらっしゃいませんか？
留学生相談
就職や生活に関する

相談

開　設　日 水曜日、金曜日、土曜日
時　　　間 10：30～16：30

（要予約、60分／回）
※京都府の企業を対象とした留学生雇用相談も
　行っています。

詳細
h�p://www.kyojinzai.jp/
asia_jinzai_top.html
（KYOの海外人材活用推進協議会）

京都府国際センターからのお知らせ

日　時 平成２4年1月２1日（土） １1：0０～１6：３０
場　所 京都テルサ（京都市南区）

定　員 40名（要申込）

対　象

日本語指導研修会

からの

日本語指導研修会

京都府国際センターからの京都府国際センターからの
2災害多言語支援センター設置・運営訓練

京都府国際センター

平成２4年1月２1
場　所 京都テルサ（京都市南区）

災害多言語支援センター設置・運営訓練
日　時 平成２4年
場　所 京都テルサ（京都市南区）

1
多言語情報提供訓練
避難所巡回訓練
非常食体験

内 容

①学校教育 ②就学手続き
③学校生活 ④教育相談
についてDVDの映像を交
えながら説明します。

内 容日　時 平成２4年２月２6日（日） １4：3０～１7：３０
場　所 府国際センター

多言語による学校生活ガイダンス 日本語支援ボランティアコーディネーター研修会

①学校教育 ②就学手続き

についてDVDの映像を交

日本語支援ボランティアコーディネーター研修会

①学校教育 ②就学手続き

多言語による学校生活ガイダンス

①学校教育 ②就学手続き

多言語による学校生活ガイダンス 4
40名（要申込）

平成２4年２月２6
場　所 府国際センター

多言語による学校生活ガイダンス

定　員 40名（要申込）

対　象

日　時 平成２4年
場　所 府国際センター

3

外国籍府民のサポートに関心のある方

定　員 30名（要申込）

対　象 日本語が母語でない保護者。
子どもも一緒に参加できます。
（保育園、幼稚園、小学校、中学校の子どもをもつ保護者）

組織マネジメントやリーダー
シップ論などコーディネー
ターに必要な能力や求めら
れる姿勢などについて学び
ます。

内 容日　時 平成２4年１月14日（土）、15日（日） 
１0：3０～１6：３０

場　所 府国際センター

定　員 40名（要申込）

対　象 地域の日本語教室でコーディネーターとして
活動されている方

日　時 平成24年2月25日（土） 13：3０～15：30
場　所 府国際センター

対　象 日本語教育に関心のある方

講　師

「会話力をつけるために効
果的な練習とその方法」を
テーマにした講演等

内 容

三原 龍史氏（龍谷大学文学部教授）


